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私がオフィスの収納でこだわっていることのひと
つが、「キャスター」を付けること。ほんの数

センチの小さなキャスターの有無で、レイアウト変え
はもちろん、掃除や荷物を受け取るときなど、いろん
なシーンで使い勝手が格段に上がります。
　たとえば、収納に使うラック。私の職場では28台
のスチールラックを使っているのですが、そのすべて
にオプションで購入したキャスターを取り付けていま
す。その理由は、キャスターがあれば女性ひとりでも
簡単に移動ができるから。スタッフやものが増え、レ
イアウトを変える必要が出たとき、キャスターのない
ラックを持ち上げて移動……となれば、重たい中身を
取り出し、複数人で移動させ、また中身を戻し……と
大変な労力がかかります。でもキャスター付きのラッ
クなら、中身を乗せたままひとりでも移動が可能に。
一度の移動でラックの配置がばっちり決まらなかった
ときも、もう少し右へ、前へ……と気軽に微調整がで
きるのも魅力です。
　また、大型の収納以外でもキャスター付きのものを
選べばさっと動かせて掃除がラクに。ハンガーラック
や鏡、ごみ箱など、これから何かを新しく買い足すと
きは、ぜひ「キャスター付き」を検討してみてくださ
いね。
　そして、いまあるものを活かす方法として、アイテ
ムそのものにキャスターが付いていなくても、オプシ
ョンのキャスターを新たに追加する、粘着テープ式の
キャスターを取り付ける方法も。取り付けの手間はか
かりますが、一度付けてしまえばその後がずっとラク
になるので、ものを動かす機会があれば、“ついでに”
キャスターを取り付けてみるのもよいかもしれませ
ん。また、キャスター付きの台に乗せるやり方もおす
すめです。オフィスの観葉植物もキャスター付きの台
に乗せれば、手軽に動かせます。

荷物の下にもキャスター台を

　私が主宰するOURHOMEではオンラインショップ
を運営しているのですが、段ボールで受け取る大量の
荷物も、必ずキャスター台の上に置いています。段ボ
ールを複数重ねて重くなっても、キャスター台があれ
ばスイスイ動く！　置き場所がきちんと決まっていな
い荷物でも、後から簡単に動かせるから、とりあえず
の仮置きでも困りません。キャスター台は、使わない
ときに場所を取らないようにスタッキングできるもの
を選んでいます。
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5. 毎日がかわる小さ
な工夫

で

仕事も気持ちも
ラクになる
仕組みづくり

仕事も気持ちも
ラクになる
仕組みづくり

キャスター台に
乗せれば、掃除も
スムーズに。

 仮置きした荷物も簡単に動かすこ
とができる。万が一の際に備えて、
キャスターには必ずロックを。


